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20)下大静脈腫療血栓 を伴 う腎細胞癌 に対す る

体外循環鮮周手術
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症例 1 患者 二捕歳の男性,主訴 :両下肢浮腫,19削

年5月より両下肢の浮腫が出現 し略壷にて右顔内藤轟血

栓を搾った右腎腫藤と診断され, 8月21巨ヨ全身体外循環

を併用 し右腎摘除術,腰痛血栓摘出術を施行 した一術後

3ケ月後の現在サ啓発は認めない.症例 2 患者 :79歳

の男性.室訴 :左腎腫轟の精査加療.現病歴 :1990年u

月光腺癌をこて当院第 --外科に入院中,精査にて左腎腫療

および肝静脈流入部 レベ瑚 こ適せる可動性のある下太静

脈腫痴血栓の診断にて 豆991年 1月30E3部分体外循環を

併周 L左腎摘除術,感頗血栓摘出術を施行 した.術後10

ケ月襖の現在,再発は認めない.

望招 自家骨髄移植併用の大農化学療 法患者 の看

準 とその評価
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1990年 6月より1991年 3月窓でに畠家骨髄移植併用

の大農化学療法を施行 した精巣痩轟患者 3例に対 して,

一般病棟における無菌室管理の看護基準を作成すること

を目的に℡実施 してきた.入室前の準備,患者のオリエ

ソテ---ショソや滅菌療法,部巌を無菌約をこ管理するため

の対策や準備,Å賓後の無菌維持管理するための看護な

どの基準を作製 した甲賀施 した結果,無菌維持に対する

看護については,細菌検出の減少に効果があった.柄神

的ス トレスに対する看護をこついては, 3症例と転拘禁反

応は防止できた.無菌状態の維持と楠神的ス トレ利 孟関

連性が深 宅,新看護基準に沿って看護を行 うことにより

両者のバランスが維持できた.以上より,新看護基準の

有効性が確認できた.

22)鰐既移行 上皮癌 をこおけ る 鬼BH 抗原と トラ

ンスフェ リンレセプ タ即発現 について
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E悶絶ヨ蹄艶移行上皮癌の悪性度の指標の ABH 抗原

の減弱とチ纏胞増殖能の指標の トランスフェリンレセプ

タ- (TFR)の発現率と観梅学的異型度,腫癌深遠渡

および両者の関係について検討 した E方法および結果】

歴既移行上皮癌舶例 (磨艶全摘30例言ruIモ1贈胴 に対

し免疫組織液色を行った.ABH 抗原陰性例は Glニ1

例 (20%),G2:9例 (60%),G3:19例 浮9%)で g･ade

と ABH 抗原の減弱の相関がみられた.rrFR 陽性例は

Gま:3例 は0%),G2:7例 摘7%),G3:22伊頼 92%)

で gradeと TFR陽性率に相関を認めた. また ABH

抗原減弱と TFR発現との間をこぼ強い閑 適が認められ

た｡監考察3以上の結果から両者の併用がより的確な筋

耽移行上皮癌の悪性度の指標になる可能性が示された.

しかしA蓋H抗原を発現 しているにもかかわど〕ず了rFR

の強度の発現をみたり,ABH 抗原陰性で TFRの発現

をみ ない例 も存在するた軌 今後,両者の発現と予後と

の関連 に-ー)いて検討することが必要と思われた.

23) 虻 卜尿路移行 上皮癌 におけ る p53癌抑制
遺伝子産物 U)発頭匿 ついて
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p53遺伝子は第17番染色体短腕に存在する癌抑制選

転子であり,肺癌,大腸癌などの種々C〕悪性腫癌で p53

癒抑制遺伝子の欠失,点突然変異の存在が報告されてい

る.我々は, ヒト尿路移行上皮癌 (以下 TCC)におけ

る p53適伝 f-産物の発現を抗 p53遺伝子産物モノク

ロ-V--ナル抗体,およびポリタロ-ナル抗体を用いて免疫

組織学的に検討 した.当科および関連病院において切除

された尿路移行上皮癌69例 (勝耽癌38例,腎哀痛14例,

尿管癌17例)を対象とL,それに)の凍結切片について,

抗 p53遺伝子産物抗体 (PAb18別,PAb240,CMl)

を用いて,免疫組織数色により検討 したところ,それぞ

れ27.5%,23.2%∴き3.3%の陽性率であった.組織異

型度別では陽性例は,Grade岩, 3をこ限られ stageも

進行 している例が多かった,p53遺伝子産物の発現の


